
デマンド交通乗車おためし利用券の休止について 

 

１． 取組みの内容 

 平成２９年度から平成３１年度まで、デマンド交通乗車「おためし利用券」を作成し、

町内小学校（約１，５００枚）・中学校（約１，０００枚）、敬老会（約１，０００枚）に

配布することにより、デマンド交通を初めて利用する方へのハードルを下げること及び、

既存の登録者に対しては再利用を促すことによりデマンド交通利用者の増加を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 平成３１年度実績 

平成３１年度は配布した約３，５００枚に対し、利用者は４７名に留まり、新規利用者

は２６％であった。それ以外は常連の利用者や利用頻度の少ない方の利用であった。 

 

全体４７人利用（小中学生２３人 敬老会配布２４人）  

 新規 小中学生９人（３９％） 

   敬老会 ３人（１２％） 

 再利用 小中学生４人（１７％） 

 （Ｈ３０年度から利用一桁） 敬老会 ５人（２１％） 

 常連 小中学生１０人（４４％） 

 （上記以外） 敬老会 １６人（６７％） 

 

３． 評価 

 発行の目的である初回利用のハードルを下げたり、再利用を促したりする効果は限定的

であった。 

 

４． 今後の取り組み 

無料券の発行は休止し、その他の手法で啓発に取り組むこととする。 

 

資料５ 

 


